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平
安
、
鎌
倉
期
春
日
社
の
清
祓
史
料

　
春
日
大
社
関
係
史
料
中
に
は
、
H
世
紀
か
ら
の
祓
の
実
例
を
示
す
史
料
が
い
く
つ

か
存
在
す
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

1

「永
仁
四
年
中
臣
祐
春
記
　
廻
廊
諸
門
清
祓
勘
例
」

　
『
永
仁
四
年
　
祐
春
記
』
（
原
本
、
千
鳥
家
蔵
、
近
世
の
写
本
が
国
立
公
文
書

館
内
閣
文
庫
に
あ
る
。
）

　
同
記
二
月
十
九
日
条
に
社
頭
諸
建
物
の
清
祓
例
を
注
出
し
た
も
の
が
上
げ
ら

れ
る
。

　
永
仁
三
年
十
一
月
春
日
社
頭
で
、
興
福
寺
の
一
乗
院
方
と
大
乗
院
方
が
対
決
、

流
血
の
争
い
を
繰
り
広
げ
多
く
の
死
者
が
出
た
。
永
仁
の
衆
徒
闘
乱
と
し
て
知

ら
れ
る
事
件
で
あ
る
。
〔
安
田
次
郎
『
中
世
の
興
福
寺
と
大
和
』
（
二
〇
〇
一
、
山

川
出
版
）
「
第
三
章
、
第
一
節
、
永
仁
の
闘
乱
」
参
照
〕

　
わ
ず
か
な
流
血
さ
え
清
祓
を
遂
げ
る
こ
と
な
し
に
は
、
神
事
の
続
行
が
適
わ

な
い
は
ず
の
、
社
頭
の
清
浄
性
の
回
復
は
、
本
来
関
係
す
る
全
て
の
建
物
を
造

替
す
べ
き
未
曾
有
の
重
大
事
で
あ
っ
た
。
紹
介
史
料
の
永
仁
四
年
二
月
は
、
春

日
社
を
管
轄
す
る
立
場
に
あ
る
興
福
寺
が
二
分
し
、
ま
だ
争
い
の
結
末
の
見
え

2

な
い
時
点
で
あ
っ
た
。
春
日
社
は
全
体
と
し
て
、
一
乗
院
側
の
配
下
に
あ
っ
て
、

こ
の
勘
例
は
寺
家
（
興
福
寺
一
乗
院
）
へ
提
出
す
べ
く
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
記
述

は
承
暦
三
年
（
一
〇
七
九
）
か
ら
仁
治
四
年
（
一
二
四
三
）
に
及
ぶ
1
1

例
を
挙
げ
る
。
記
述
は
極
め
て
詳
細
で
あ
り
、
具
体
的
に
様
相
の
知
れ
な
い
、

平
安
時
代
の
清
祓
の
実
相
を
示
す
。

　
内
閣
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
該
当
部
分
の
翻
刻
を
行
っ
た
。
原
本
写
真
版
を

参
照
し
た
が
、
綴
じ
目
や
写
真
状
況
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
点
も
多
か
っ
た
。

　
ち
な
み
に
、
本
記
録
は
『
若
宮
神
主
家
記
録
勘
例
』
（
千
鳥
家
蔵
、
春
日
大

社

に
は
近
世
の
写
本
が
あ
り
、
そ
の
影
写
本
が
東
大
史
料
編
纂
所
に
蔵
さ
れ

る
）
に
も
所
載

『古
今
最
要
抄
第
十
　
清
祓
事
』

墨

付
1
4
紙
縦
二
六
・
O
c
m
横
一
九
・
四
c
m
　
冊
子
本

（表
紙
）
「
古
今
最
要
抄
　
第
十
写
　
執
行
正
預
」

（奥
付
）
「
右
之
記
新
祐
俊
本
令
借
用
、
書
写
之
畢
、
後
代
為
証
文
如
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
年
六
十
八
歳

　
　
　
　
干
時
寛
文
拾
弐
年
壬
子
三
月
廿
二
日
　
執
行
正
預
正
四
位
下
中
臣
朝
臣

　
　
　
　
延
知
（
花
押
）
」
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3

　
　
　
「
右
古
今
最
要
抄
十
巻
之
内
、
六
、
入
、
十
三
巻
者
、
祖
父
延
知
卿
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筆
跡
ニ
テ
被
写
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
五
、
七
、
九
、
四
巻
者
、
予
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残
一
、
二
、
三
、
重
テ
可
書
写
者
也
」

　
『
古
今
最
要
抄
』
は
春
日
社
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
古
今
の
例
を
ま
と
め
た

も
の
で
、
室
町
中
期
ぐ
ら
い
ま
で
の
記
事
を
収
め
、
室
町
時
代
に
は
成
立
し
て

い

た
も
の
と
思
わ
れ
、
十
巻
奥
書
に
よ
り
江
戸
初
期
か
ら
社
家
や
神
人
の
家
に

流
布
し
転
写
が
繰
り
返
さ
れ
た
事
が
伺
わ
れ
る
。
十
冊
本
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

現
在

は
春
日
大
社
に
は
諸
本
合
わ
せ
て
六
冊
分
が
残
る
が
、
虫
損
に
よ
り
開
け

な
い
箇
所
も
あ
る
。

　
そ
の
第
十
「
清
祓
事
」
は
、
冒
頭
に
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
の
清
祓
科
料

の
上

中
下
の
定
め
を
上
げ
、
そ
の
後
春
日
に
お
け
る
清
祓
の
康
平
六
年
（
一
〇

六

三
）
か
ら
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
の
4
6
例
を
列
挙
し
て
い
る
。

　
春
日
に
お
け
る
清
祓
が
何
時
、
誰
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
か
が
分
か
る
貴

重

な
史
料
で
、
祓
の
実
態
を
記
す
記
述
も
多
い
。
紹
介
は
春
日
大
社
蔵
本
に
よ

る
が
、
財
団
法
人
　
阪
本
龍
門
文
庫
に
も
写
本
が
あ
る
。

　

3
と
あ
わ
せ
て
内
容
一
覧
を
収
録
し
た
（
本
記
録
に
つ
き
東
大
史
料
編
纂
所

に
よ
る
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
て
お
り
、
同
所
藤
原
重
雄
氏
よ
り
翻
刻
原
稿
の
恵

与
に
預
っ
た
）

社
家
伝
来
『
春
日
皇
代
記
』
中
「
清
祓
勘
例
」

春
日
社
蔵
稿
本
に
よ
る

　
稿
本
記
述

に
よ
れ
ば
　
墨
付
五
紙

五

四
・
四
c
m

　
敏
達
か
ら
今
上
（
鳥
羽
）
ま
で
の
、

各
縦
二
九
・
五
c
m
　
横
四
三
・
○
～

い

わ
ゆ
る
皇
代
記
で
、
下
段
に
氏
の
長

者
、
春
日
社
司
の
記
述
に
続
き
清
祓
の
勘
例
が
記
さ
れ
る
。
（
後
欠
）

　
勘
例
に
は
、
康
平
六
年
（
一
〇
六
四
）
～
大
治
四
年
（
一
＝
一
九
）
の
1
7
例

の
清
祓
の
記
録
が
あ
げ
ら
れ
る
。
2
と
と
も
に
内
容
の
一
覧
を
収
録
し
た
。

4
　
「
春
日
清
祓
記
　
従
嘉
禄
一
一
年
至
正
和
二
年
」

　
（
千
鳥
家
蔵
、
東
大
史
料
編
纂
所
に
透
写
本
蔵
）

　
　
墨
付
6
3
紙
、
冊
子
本

（表
紙
）
「
始
嘉
禄
二
年
春
日
清
祓
記
　
　
祐
春
」

嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
か
ら
正
和
二
年
（
二
一
二
三
）

5
　
そ
の
他

　
春

日
大
社
に
は
近
世
を
中
心
と
す
る
清
祓
記
が
9
冊
あ
る
。
ま
た
抜
書
類
に

も
多
く
の
清
祓
記
事
を
含
む
し
、
永
仁
四
年
記
以
外
の
日
記
中
に
も
し
ば
し
ば

記
述
が
見
ら
れ
る
。

春

日
社
清
祓
関
係
史
料
の
意
味

　
今
日
残
る
春
日
の
社
司
の
記
録
は
、
平
安
末
の
中
臣
祐
房
の
日
記
（
そ
の
抜
粋
）
、

ま
た
同
時
期
の
若
宮
神
主
に
よ
る
祭
礼
記
『
若
宮
祭
記
』
『
春
日
祭
暦
年
記
』
に
始

ま
る
が
、
清
祓
の
勘
例
に
は
十
一
世
紀
中
期
か
ら
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
神
社
側

の
最
初

の
記
録

が
、
稜
れ
と
そ
の
祓
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
、
こ

れ

が
い
か

に
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
か
を
示
す
。

　
当
初
は
論
考
の
一
部
と
す
る
目
論
見
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
全
体
と
し
て
位
置

づ

け
る
こ
と
は
、
浅
学
の
身
に
あ
ま
る
課
題
で
、
論
文
の
構
成
に
ま
で
い
た
ら
な

か

っ

た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
活
字
に
し
た
い
と
思
っ
た
の
は
、
大
仰
に
言
え
ば
、

日
本
人
の
祓
観
念
の
形
成
に
神
社
信
仰
が
果
た
し
た
役
割
を
考
え
る
た
め
に
、
重
要

な
史
料
で
あ
り
、
一
種
死
角
と
な
っ
て
い
る
分
野
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
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［平安、鎌倉期春日社の清祓史料

『永仁四年中臣祐春記』「廻廊諸門清祓勘例」を中心に］

解
説
は
、
そ
の
重
要
と
感
じ
る
と
こ
ろ
を
羅
列
的
に
上
げ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、

諸
賢
に
よ
る
本
格
的
な
検
討
を
心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
る
。

1
　
宗
教
儀
礼
と
し
て
の
清
祓

　

こ
こ
で
、
稜
れ
の
祓
に
関
す
る
膨
大
な
研
究
史
に
触
れ
る
こ
と
は
と
て
も
覚
束
な

い

が
、
清
祓
は
概
ね
、
財
物
に
よ
っ
て
罪
楊
れ
を
購
う
も
の
と
捉
え
る
研
究
が
大
半

を
占
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
古
代
社
会
に
お
い
て
、
ハ
ラ
エ
が
一
面
、
罪
を
犯
し
た
も
の
に
財
物
を
提
出
さ
せ

て

償
い
を
さ
せ
る
行
為
で
あ
っ
た
事
は
、
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
春
日
の
清
祓
に
つ
い
て
は
、
永
島
福
太
郎
氏
が
『
春
日
社
家
日
記
』
〔
一
九
四
七
、

高
桐
書
院
〕
に
「
中
世
の
社
寺
、
特
に
南
都
あ
た
り
で
多
く
行
は
れ
た
刑
法
の
一
で

あ
る
。
元
来
、
刑
事
々
件
は
不
浄
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
社
寺
等
に
於
い
て
は
、
現

場
の
不
浄
を
除
去
す
る
為
に
清
祓
を
行
ふ
の
で
あ
る
。
此
の
清
祓
を
行
ふ
為
に
は
、

そ

の
費
用
を
要
す
る
が
、
こ
れ
を
犯
人
に
負
担
せ
し
め
て
、
そ
の
罪
償
と
す
る
方
法

で
、
一
種
の
科
料
で
あ
る
。
」
と
い
う
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。
永
島
氏
は
宗
教
行
為

と
し
て
の
清
祓
を
前
提
に
、
そ
の
費
用
を
負
担
せ
し
め
る
刑
法
、
と
い
う
把
握
を
し

て
お

ら
れ
る
が
、
以
降
は
、
概
ね
刑
法
の
面
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
つ

た
。
例
え
ば
、
清
田
義
英
「
中
世
前
期
の
寺
社
の
慣
習
法
－
南
都
の
祓
を
中
心
に
ー
」

三

九

七
九

「
日
本
仏
教
史
学
1
4
」
〕
は
、
法
制
史
的
に
刑
罰
観
念
の
始
源
と
し
て
祓
を

見
て
、
清
祓
を
財
産
刑
と
し
て
の
側
面
か
ら
描
き
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
世
社

会

で
、
汚
稜
や
罪
科
が
具
体
的
に
ど
の
様
に
処
理
さ
れ
た
か
を
具
体
的
に
明
ら
か
に

す
る
点
で
高
い
価
値
を
持
つ
も
の
だ
が
、
宗
教
行
為
と
し
て
の
清
祓
は
視
野
の
外
に

あ
る
。

　
し
か
し
、
本
来
的
に
い
え
ば
、
神
事
を
遂
行
す
る
た
め
に
障
害
と
な
る
稼
を
取
り

除
く
宗
教
行
為
が
、
祓
で
あ
っ
て
、
祓
物
が
提
出
さ
れ
た
だ
け
で
は
、
祭
祀
上
必
要

な
清
浄
が
回
復
さ
れ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
の
は
、
勿
論
で
あ
る
。

　
紹
介
の
記
録
類
は
、
そ
の
清
浄
の
回
復
に
何
が
必
要
と
さ
れ
た
か
を
示
す
点
で
、

貴
重
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
史
料
1
の
保
元
三
年
十
月
二
十
六
日
に
権
預
祐
通
の
社
頭
の
宿
舎
で
人
が

死
ん
だ
件
で

は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
①

祓

は
三
カ
月
後
。
他
の
例
か
ら
稼
れ
た
場
所
に
注
連
縄
を
張
り
、
自
然
の
力

　
　
に
よ
る
浄
化
を
待
つ
期
間
と
考
え
ら
れ
る
が
、
異
例
に
長
期
な
理
由
は
、
不
明
。

　
　
（
死
の
祓
は
、
通
常
三
十
日
間
〉
。

⑦⑥⑤④③②
　

こ
れ
ら
祓
の
儀
礼
の
意
味
を
解
き
明
か
す
力
は
な
い
が
、

断
し
自
然
の
浄
化
を
待
つ
措
置
を
と
っ
た
後
、

こ
と
が
分
る
。

れ
て

い
る
。

　
ま
た
祭
物
（
購
物
）
が
、
祓
の
場
に
並
べ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

平
安
後
期
の
時
代
に
あ
っ
て
も
単
に
財
物
の
提
出
以
上
の
意
味
が
あ
っ
た
事
は
確
か

で

あ
ろ
う
。
中
で
も
着
衣
の
人
形
は
、
祓
物
の
原
義
を
う
か
が
わ
せ
る
し
、
他
の
例

を
見
れ
ば
五
尺
つ
ま
り
等
身
大
で
あ
っ
た
事
も
注
目
さ
れ
る
。

　
勿
論
、
祓
の
場
に
お
か
れ
る
祭
物
は
、
代
価
と
な
る
米
や
銭
、
建
物
な
ど
と
し
て

徴
発
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
祭
物
自
体
も
時
代
の
経
過
と
共
に
簡
易
化
す
る
こ
と

も
見
と
れ
る
が
、
祭
物
が
あ
く
ま
で
祓
の
場
に
お
か
れ
る
伝
統
は
長
く
続
い
た
よ
う

で
あ
る
。

　
清
祓

を
財
産
刑
と
の
み
主
張
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
際
に
提
出
さ
れ
る
祓
物
（
春
日

で

は
多
く
祭
物
と
い
う
）
が
、
祓
を
行
う
人
の
収
入
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ど
の

様

な
祭
物
が
出
さ
れ
た
か
に
関
心
が
集
中
し
、
日
記
等
の
記
述
は
そ
こ
に
集
中
す
る

神
祇
官
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
る

死
人
の

出
た
屋
を
壊
す

死
体
の
あ
っ
た
所
の
土
を
入
れ
替
え
る

榊
枝
と
紙
垂
を
付
け
た
四
尺
四
方
で
高
さ
四
尺
の
竹
の
棚
を
立
て
る

そ
の
上
に
狩
衣
と
袴
を
着
け
た
人
形
と
様
々
な
購
物
を
置
く

祓
奉
仕
者
に
様
々
な
禄
が
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祓

が
、
稜
の
伝
播
を
遮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
定
の
時
間
を
経
過
し
て
行
わ
れ
た

　
　
　
そ
の
後
稜
れ
が
あ
っ
た
所
の
除
去
、
出
来
な
い
場
合
は
洗
浄
が
行
わ
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た
め
、
財
物
の
提
出
だ
け
が
、

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2
　
清
祓
と
中
臣
祓

祓
の

本
義
で
あ
る
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

　
史
料
2
の
一
覧
を
見
る
と
、
稜
れ
の
遮
断
や
、
稜
れ
そ
の
も
の
の
除
去
と
共
に
、

「祓
を
遂
げ
る
」
「
清
祓
を
遂
げ
る
」
と
の
記
述
が
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
内
容
は
、
一
覧
か
ら
だ
け
で
は
分
ら
な
い
が
、
「
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）

中
臣
祐
春
記
」
〔
『
春
日
社
記
録
　
日
記
三
』
臨
泉
書
店
、
所
収
〕
一
月
五
日
条
に
は
＝
、

若
宮
ノ
御
内
ノ
石
橋
二
血
少
分
付
、
不
知
主
之
間
、
於
番
神
殿
守
神
人
沙
汰
二
而
、

コ

ソ
ケ
落
シ
テ
、
以
酒
清
之
テ
、
遂
中
臣
祓
了
」
と
あ
っ
て
、
中
臣
祓
の
奏
上
が
遂

げ
る
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
中
臣
祐
春
記
」
〔
『
春
日
社

記
録

　
日
記
三
』
所
収
〕
一
月
十
一
日
条
に
も
犬
の
死
の
稜
れ
に
つ
い
て
「
以
神
殿

守
等
、
遂
中
臣
祓
了
」
十
八
日
条
に
も
「
大
社
井
若
宮
二
遂
中
臣
祓
」
と
あ
る
。

　
史
料
4
、
「
春
日
清
祓
記
　
従
嘉
禄
二
年
至
正
和
二
年
」
に
は
正
安
元
年
（
一
二

九

九
）
五
月
七
日
、
木
か
ら
落
ち
て
死
去
し
た
件
で
「
遂
中
臣
祓
了
」
、
嘉
元
二
年
二

三
〇

四
）
十
二
月
六
日
拝
殿
の
格
子
の
長
押
に
反
吐
が
吐
か
れ
た
件
で
「
遂
中
臣
祓
」

と
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
の
史
料
だ
が
、
『
若
宮
祭
礼

記
』
に
お
い
て
は
十
二
世
紀
半
ば
か
ら
仮
殿
の
祓
に
中
臣
祓
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が

分
る
。

＊
若
宮
神
主
家
に
伝
わ
っ
た
『
若
宮
祭
礼
記
』
（
千
鳥
家
蔵
）
は
毎
年
の
若
宮
祭
の
次
第
を
書
き
と

め

た

も
の
で
、
保
延
二
年
か
ら
嘉
禄
二
年
に
及
ぶ
が
、
記
述
の
な
い
年
も
ま
ま
あ
り
、
記
述
の
精

密
さ
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
編
年
史
料
で
は
あ
る
が
、
実
務
記
録
と
し
て
記
述
に
は
信
頼
性
が
高
く
、

若
宮
祭
の
基
本
史
料
で
あ
る
。
永
島
福
太
郎
氏
が
『
神
道
体
系
　
春
日
』
に
前
半
を
収
録
し
福
原

敏
男
氏
が
後
半
を
『
祭
礼
文
化
史
の
研
究
』
（
一
九
九
五
法
政
大
学
出
版
局
）
に
収
録
し
た
。

　
『
若
宮
祭
礼
記
』
久
安
二
年
（
＝
四
六
）
九
月
十
七
日
「
丑
時
、
恒
例
御
遷
宮

旅
所
、
執
行
正
預
兼
若
宮
神
主
祐
房
抱
下
、
進
道
間
、
以
神
殿
守
春
永
奉
渡
、
為
旅

所
先
参

入
、
祐
房
新
殿
令
中
臣
祓
後
、
奉
祐
房
抱
旅
所
鎮
坐
」
と
あ
っ
て
若
宮
神
を

奉
安
す
る
前
に
中
臣
祓
を
も
っ
て
仮
殿
を
浄
め
て
い
る
。
久
安
三
年
（
二
四
七
）

九
月
十
七
日
条
「
祐
房
新
殿
令
中
臣
祓
奉
鏡
居
」
と
あ
る
。
続
い
て
多
く
は
「
令
祓
」

や

「
令
勤
仕
祓
」
と
表
現
さ
れ
る
が
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
は
「
祐
明
以
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
罷
）

米
入
御
宝
前
、
遂
中
臣
祓
天
居
出
天
、
奉
懐
入
御
躰
」
続
く
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）

　
　
　
　
明
以

に
も
「
祐
口
口
散
米
入
仮
殿
御
宝
前
、
遂
中
臣
祓
之
後
、
奉
入
御
躰
」
と
あ
る
。
貞

応
三

年
に
は
、
同
じ
所
作
が
「
祐
綱
散
米
入
御
殿
、
遂
清
祓
之
後
、
罷
出
天
奉
入
」

と
表
現
さ
れ
、
中
臣
祓
を
奏
上
す
る
こ
と
を
遂
げ
る
と
表
現
し
た
こ
と
、
中
臣
祓
を

奏
し
て
御
殿
を
浄
め
る
こ
と
を
清
祓
と
称
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
平
安
期
の
稜
の
清
祓
に
遂
げ
ら
れ
た
祓
も
、
中
臣
祓
で
あ
っ
た
と
類
推
さ
れ
よ
う
。

社
司
の
清
祓
は
、
神
祇
官
の
清
祓
の
機
能
を
受
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
当
然
神
祇
官

の
祓
も
中
臣
祓
の
奏
上
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
少
な
く
と
も
十
二
世
紀
前
半
か
ら
春
日
祭
の
中
で
も
社
司
が
中
臣
祓
を

用
い
て
い
た
こ
と
は
、
『
春
日
祭
暦
年
記
』
〔
本
報
告
書
拙
稿
「
中
世
春
日
社
の
社
司
と

祈

祷
」
0
章
註
2
0
参
照
〕
、
保
延
六
年
（
＝
四
〇
）
二
月
三
日
条
に
「
御
祭
巳
日
御

祓
前
々
以
申
刻
令
勤
仕
、
而
依
大
殿
下
召
神
主
時
盛
、
御
祓
、
則
京
上
」
康
治
二
年

（
＝
四
三
）
二
月
二
日
条
に
は
「
為
巳
日
御
祓
事
既
及
違
例
、
其
故
神
主
時
盛
始

中
臣
祓
習
程
、
及
夜
中
致
御
祓
也
、
恒
例
御
祭
巳
時
也
」
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
春
日

祭
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
春
日
社
司
の
祓
の
祭
祀
に
中
臣
祓
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

中
臣
祓
が
、
平
安
時
代
か
ら
陰
陽
師
や
僧
侶
の
祓
祈
祷
に
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と

は
、
よ
く
知
ら
れ
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
本
来
神
祇
官
の
用
い
る
祓
詞
で

あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
岡
田
荘
司
氏
の
「
中
臣
祓
信
仰
に
つ
い
て
」
二

九

八
九

神
道
古
典
研
究
会
報
十
号
〕
に
は
神
祇
官
の
中
臣
祓
へ
の
関
わ
り
が
大
変
分
り

や

す
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
氏
「
私
祈
祷
の
成
立
」
『
陰
陽
道
叢
書
2
中
世
』

〔
一
九
九

三
、
名
著
出
版
〕
に
は
神
道
祓
か
ら
陰
陽
祓
・
仏
家
祓
へ
そ
し
て
伊
勢
流
祓

へ
の
展
開
が
、
簡
明
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
勢
流
祓
以
前
の
神
社
内
部
の
中
臣
祓
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『永仁四年中臣祐春記』「廻廊諸門清祓勘例」を中心にユ

に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

3

祓
の
実
施
者
と
し
て
の
社
司
の
重
要
性

　
紹
介
の
史
料
か
ら
は
、
氏
の
長
者
へ
の
申
上
げ
と
そ
の
判
断
、
時
に
は
神
祇
官
占

や
、
明
法
家
の
判
断
を
承
け
て
、
神
祇
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
清
祓
が
、
十
二

世
紀
後
半
に
は
、
徐
々
に
社
家
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
や
が
て
常
住
神
殿
守
に
よ
っ

て

担
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
る
。

　
三

橋
正
氏
は
『
平
安
時
代
の
信
仰
と
宗
教
儀
礼
』
〔
二
〇
〇
二
、
続
群
書
類
聚
完
成
会
〕
、

同
氏
「
ハ
ラ
エ
の
儀
礼
」
〔
二
〇
〇
二
、
岩
波
講
座
『
天
皇
と
王
権
を
考
え
る
』
第
五
巻
『
王

権

と
儀
礼
』
〕
の
中
で
、
様
々
な
祓
実
践
の
詳
細
な
記
述
を
も
っ
て
、
祓
が
、
祈
祷

と
し
て
成
立
す
る
過
程
を
示
し
《
国
造
ら
に
よ
る
服
属
儀
礼
を
象
徴
す
る
国
家
的
儀

礼
で
あ
っ
た
大
祓
が
、
奈
良
朝
に
は
祭
祀
に
付
属
す
る
神
祇
大
祓
と
な
り
、
道
教
の

影
響
を
受
け
た
除
災
招
福
的
要
素
を
反
映
し
た
も
の
と
な
る
。
次
い
で
平
安
時
代
に

は
、
国
家
儀
礼
と
し
て
の
大
祓
は
衰
退
す
る
一
方
、
稜
れ
意
識
が
成
立
、
貞
観
儀
式

に
規
定
さ
れ
る
。
稜
れ
を
近
づ
け
る
と
神
が
崇
り
を
な
す
と
い
う
神
観
念
が
成
立
定

着
。
稜
れ
を
祓
う
臨
時
大
祓
が
成
立
、
多
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
》
と
指
摘
す
る
。

《
大
祓

詞
も
、
や
や
変
化
し
て
そ
れ
を
読
む
者
の
名
に
従
っ
て
中
臣
祭
文
、
中
臣
寿

詞
、
中
臣
祓
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
は
、
貴
族
の
私
的
な
宗
教
儀
礼

と
し
て
普
及
、
こ
れ
を
担
っ
た
の
は
陰
陽
師
が
中
心
で
あ
っ
た
。
》
と
も
指
摘
さ
れ

る
が
、
特
に
神
社
内
の
稜
れ
の
祓
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
平
安
初
期
《
稜
れ
を
近
づ
け
る
と
神
が
崇
り
を
な
す
》
と
い
う
神
観
念
が
成
立
し

て

い

る
と
す
れ
ば
、
神
社
の
神
域
が
清
浄
に
保
た
れ
る
事
は
、
宮
城
の
清
浄
に
も
劣

ら
ぬ
国
家
の
関
心
事
で
あ
り
、
神
社
の
管
理
に
責
任
を
持
つ
氏
の
長
官
の
関
心
事
で

も
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

　
山
本
信
吉
氏
は
「
神
社
修
造
と
社
司
の
成
立
」
『
神
主
と
神
人
の
社
会
史
』
〔
一
九

九

八
、
思
文
閣
出
版
〕
に
お
い
て
、
律
令
国
家
が
霊
験
あ
る
諸
大
社
を
そ
の
体
系
に

取
り
込
む
過
程
で
、
神
祇
官
の
奉
幣
す
る
神
社
の
清
浄
化
を
求
め
る
官
符
が
八
世
紀

か

ら
平
安
時
代
に
か
け
て
再
々
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
又
、
神
社
の
修
造
と

い
う
切
り
口
か
ら
、
誰
に
そ
の
責
任
を
求
め
る
か
の
模
索
の
中
で
、
神
社
の
管
理
運

営
に
、
責
任
を
果
た
す
べ
き
律
令
官
人
と
し
て
の
社
司
（
単
な
る
祭
祀
の
従
事
者
で

は
な
い
）
の
成
立
過
程
を
説
く
。

　
さ
て
、
国
家
の
求
め
る
も
の
が
清
浄
化
で
あ
る
以
上
、
稜
れ
の
な
い
清
浄
な
状
態

を
維
持
す
る
こ
と
が
同
時
に
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の

維
持
に
は
修
造
と
同
様
、
国
家
が
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
類
推
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
春
日
社
に
お
け
る
祓
が
神
祇
官
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
で

あ
っ
た
し
、
神
社
社
司
の
成
熟
と
共
に
、
社
司
が
多
く
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

も
当
然
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
神
社
全
般
の
視
点
か
ら
い
え
ば
、
山
本
の
説
く
よ
う
に
、
境
内
の
清
浄
性
の
維
持

が
、
国
家
的
官
人
制
度
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
社
司
の
義
務
で
あ
っ
た
か
ら
と
取
る
こ

と
が
出
来
る
。
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
社
司
は
、
摂
関

家
か
ら
付
託
さ
れ
た
神
供
備
進
の
業
務
を
清
浄
に
遂
行
す
る
と
い
う
役
割
を
負
っ
て

い
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

4
　
清
祓
と
神
木
立

　
社
司
の
管
掌
す
る
の
は
原
則
、
神
社
内
の
祓
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
世
に
盛
行
し

た
、
境
内
の
外
に
神
木
を
立
て
る
と
い
う
春
日
興
福
寺
の
行
為
は
、
清
祓
と
密
接
な

関
わ
り
が
あ
っ
た
。
究
極
神
木
を
立
て
る
こ
と
は
、
そ
こ
が
神
領
や
神
社
施
設
で
あ

る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
異
状
が
あ
れ
ば
即
、
清
祓
の
対
象
と
な
っ
た

か

ら
で
あ
り
、
春
日
社
の
清
祓
は
、
神
木
を
接
点
と
し
て
社
会
と
大
き
な
関
わ
り
を

持
っ
た
と
い
え
る
。

　
神
社
の
清
浄
の
維
持
と
い
う
原
則
が
、
如
何
に
神
社
の
行
動
原
理
と
し
て
大
き

か
っ
た
か
が
伺
わ
れ
る
。

　
さ
て
春
日
社
に
お
け
る
清
祓
史
料
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
紹
介
も
一
部
に
と
ど

ま
っ
た
。
そ
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ
拙
い
も
の
で
あ
る
が
、
事
情
に
明
る
い
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諸
賢
の
関
心
を
引
く
に
い
た
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
清
祓
に
関
す
る
史
料
は
、
ど
の
神
社
で
も
重
要
視
さ
れ
た
は
ず
で
、
多
く

の
史
料
を
残
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
八
幡
信
仰
を
中
心
に
多
く
の
、
特
に

九

州
地
方
の
神
社
史
料
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
中
野
幡
能
氏
は
、
「
宇
佐
八

幡
に
お
け
る
清
祓
の
変
遷
」
〔
一
九
五
六
、
『
神
道
史
研
究
』
第
四
巻
第
六
号
〕
に
宇
佐

八
幡
社
の

中
世
の
清
祓
史
料
を
紹
介
し
、
清
祓
に
よ
っ
て
神
社
内
の
潔
斎
を
保
つ
こ

と
が
、
大
宮
司
の
職
務
と
し
て
如
何
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
触
れ
る
。

さ
ら
に
清
祓
の
重
要
度
が
低
下
す
る
時
期
に
、
度
数
祓
と
祓
祈
祷
に
よ
る
師
壇
関
係

が
成
長
す
る
事
も
示
唆
し
て
お
ら
れ
る
。

　
諸
社
で

の

研
究
が
総
合
的
に
進
め
ば
、
得
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と

心

よ
り
期
待
し
て
い
る
。

内
閣
文
庫
本

『永
仁
四
年
祐
春
記
』

（二
月
十
九
日
条
）
「
廻
廊
諸
門
清
祓
勘
例
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

一
、

廻
廊
井
諸
門
事
、
同
尋
之
、
伍
旧
記
等
勘
之
、
祐
春
注
之
、
但
者
新
也

注
出
分

　
　
　
　
　

一
、

承
暦
三
年
二
月
御
祭
行
事
左
中
弁
藤
原
隆
方
干
時
神
祇
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
ノ
マ
マ

　
　
下
向
、
宿
ス
神
司
屋
、
　
旅
　
籠
母
馬
子
流
産
、
坊
仕
大
原
畝
与
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
人
総
則
告
之
、
総
則
申
社
司
申
行
事
弁
、
社
司
具
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
馬
以
今
夜
寅
時
申
流
産
之
由
、
弁
仰
云
、
一
院
之
内
有
一
舎

　
　
之

稜
、
以
一
舎
之
稼
不
稜
他
屋
、
即
件
馬
井
人
等

　
　
不
令
出
入
、
曳
廻
注
連
御
祭
勤
了
、
件
馬
等
取
弄

　
　
致
清
祓
退
出
了

一

、
康
和
元
年
九
月
廿
一
日
、
於
酒
殿
神
主
時
経
方
神
人
安
倍
重
末

　
　
死
、
袈
裟
谷
曳
弄
了
、
西
面
鳥
居
等
井
六
道
北
道
曳

　
　
注
連
、
伍
言
上
　
殿
下
、
閏
九
月
廿
五
日
、
神
司
使
山
城
介
宗
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
付
差
候
絹
放

　
　
下
付
縁
者
責
出
祭
物
絹
百
疋
、
大
刀
一
腰
、
鹿
皮
一
枚
、

＊
原
本
写
真
版
「
書
」
カ
（
汚
損
に
よ
り
不
詳
）

＊
底
本
「
二
」
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正

＊
「
本
ノ
マ
マ
」
は
、
原
本
に
あ
り

＊
底
本
「
也
」
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正

＊
底
本
「
ハ
」
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正

＊
原
本
写
真
版

　
（
狭
力
）

「
若
口
」
汚
損
に
よ
り
不
詳
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［平安、鎌倉期春日社の清祓史料

『永仁四年中臣祐春記」「廻廊諸門清祓勘例」を中心に］

　
梅
枝
各
一
筋
、
和
布
、
炮
、
堅
魚
、
畳
一
帖
、
馬
二
疋
、
五
尺
人
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
、
着
装
束
一
下
、
死
去
跡
地
深
三
尺
弘
一
丈
東
西
堀
弄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
以
他
土
満
之
、
祓
清
之
、
同
二
年
十
一
月
被
下
栄
爵
而
、
正

　
　
　
　
　

　
預
信
経
則
年
内
酒
殿
作
替
、
袈
同
三
年
上
葺
不
囲
也
、
伍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
逆
力
）

　

同
三
年
三
月
廿
六
日
為
大
風
倒
而
、
南
口
立
之
、
本
釜
壼

　
等
取
弄
、
他
釜
壼
自
　
殿
下
被
下
之
、

、
天
仁
三
年
二
月
三
日
、
自
　
殿
下
為
有
官
別
當
使
有
助
死

　
闘
替
事
被
尋
之
刻
、
有
忠
・
有
道
訴
云
、
信
経
之
養
子
信
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
異
姓
也

ト
申
、
信
経
実
子
申
、
干
時
亥
時
両
方
各
押
祭
文
、

　
以
寅
時
信
経
社
頭
宿
所
泰
宗
貞
之
二
才
女
子
死
去
、

　
而
猶
不
死
之
由
申
天
参
社
頭
、
而
件
母
井
信
経
目
代

　
慶
秀
給
検
非
違
使
、
被
召
問
実
否
、
於
社
頭
宿
所
死
去

　
之
由
承
伏
、
伍
信
経
解
官
、
同
三
月
三
日
御
節
供
止
了
、

　
　
　
　
　
　
　
＊
（
1
）
　
　
　
　
　
＊
（
2
）

　
神
祇
官
神
祇
大
祐
山
城
介
宗
元
、
中
臣
公
永
相
具
信
経

　
二
被
下
、
破
弄
社
頭
信
経
宿
所
了
、
出
祭
物
、
死
去
跡

　
又
御
前
二
箇
所
令
祓
清
了
、
抑
三
月
三
日
御
節
供
止
、

　
以

同
廿
一
日
件
御
節
供
備
進

、
大
治
元
年
五
月
十
日
、
御
供
所
神
主
侍
ニ
シ
テ
為
宗
俊
被
切

　
友
兼
、
右
大
指
血
垂
、
可
被
之
由
随
正
預
申
、
祭
物
布

　
十
段
神
主
出
、
社
司
皆
悉
各
布
一
段
取
遂
被
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
カ
タ

、
天
承
二
年
正
月
十
二
日
神
主
時
盛
方
神
人
縣
則
久
酒
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
タ

　
内
頓
死
、
或
酒
殿
前
出
テ
死
ト
云
　
西
針
貫
北
ヨ
リ
第
二
間
下

　
曳
出
了
、
酒
殿
井
宿
直
屋
二
、
曳
廻
注
連
、
社
司
等
依
召
上

　
洛
、
同
廿
一
日
自
殿
下
廿
日
稜
之
間
、
不
可
備
進
御
供
之
由
、
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
仰
下
了
、
伍
自
廿
一
日
止
御
供
了
、
自
去
正
月
廿
一
日
至
干
二
月
廿
日

　
満
三
十
日
、
二
月
廿
二
日
申
日
為
勤
仕
御
祭
、
差
遣
神
祇
官
人
正
六

位
上
大
中
臣
公
行
、
卜
部
副
使
正
正
六
位
上
ト
部
宿
祢
友
兼
井

＊
底
本
、

＊
底
本
、

＊
底
本
、

「東
」
脱
、
原
本
写
真
版
に
よ
り
補

「南
」
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正

「
別
」
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正

＊
底
本
「
宛
」
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正

＊
（
1
）
底
本
、
「
佑
」
、
＊
（
2
）
底
本
「
光
」
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正

＊
底
本
「
者
」
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正
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殿
下
御
使
勧
学
院
雑
色
真
清
、
付
死
人
則
久
後
家
、
令
催
出
祭
物
馬
三
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

牛
四
頭
布
十
二
段
米
二
石
、
死
人
跡
土
取
捨
入
他
土
、
件
祓
負
人
形

　
（
マ
マ
　
脱
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
＊
（
2
）

　

腕
　
　
　
神
主
時
盛
単
衣
着
之
、
依
有
神
主
過
失
之
、
使
進
各
時
盛

　

宿
所
井
宿
直
屋
供
給
朝
夕
勤
之
、
件
祓
他
社
司
凡
不
知
、

一

、
保
元
三
年
十
月
十
六
日
夜
於
権
預
祐
通
宿
所
頓
死
出
来
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

伍

同
四
年
二
月
廿
八
日
神
祇
官
人
使
、
神
祇
権
大
祐
大
中
臣

　

朝
臣
俊
宣
従
伍
人
下
部
、
宮
主
卜
部
宿
祢
兼
盛
従
五

　
人
、
神
部
弐
人
但
獺
在
福
也
同
廿
九
日
累
巳
刻
件
死

　

人
屋
壊
捨
、
其
死
人
跡
土
深
三
尺
堀
捨
、
以
他
土
埋
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

後
、
件
虚
方
四
尺
高
四
尺
之
許
以
竹
昇
棚
西
東
榊

　

枝
付
四
手
、
合
六
本
三
本
宛
四
方
榊
付
、
其
上
人
形

　

装
束
狩
衣
・
袴
絹
一
領
、
鹿
角
三
頭
、
牛
皮
二
枚
、
鹿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

皮
二
枚
、
弓
一
帳
、
胡
籔
一
晋
、
米
一
石
、
麻
布
十
二
段
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍬
）

　

浄
衣
料
八
丈
一
切
、
又
練
単
衣
一
、
麻
苧
二
把
、
愁

　
　
一
柄
、
鋤
一
柄
、
牛
二
疋
、
馬
四
疋
、
祝
録
皮
禄
一
段
、
社
司
官

　

人
莚
二
枚
宛
、
二
人
四
枚
也
、
又
別
志
以
中
馬
大
夫
進
黒
馬
、

　

祝
師
字
先
生
大
夫
兼
盛
給
之
、
合
七
疋
也
、
堅
魚
一
連
、

　

飽
八
果
、

一

、
嘉
応
元
年
自
九
月
四
日
、
御
八
講
依
闘
如
、
俄
一
乗
院
禅
師

　

御
房
令
勤
仕
給
、
結
日
八
日
鳶
、
中
膓
定
教
房
厳
印
御

　

八
講

座
一
床
乍
居
死
去
、
自
座
昇
出
事
、
三
人
シ
テ
検

　

非
違
使
屋
与
竃
殿
乃
中
程
昇
出
也
、
自
九
日
日
並
御
供

　

御
節
供
相
撲
舞
楽
留
了
、
十
月
十
八
日
庚
子
子
時
神
祇
官

　

大
中
臣
親
頼
遂
御
祓
了
、
其
後
同
子
時
神
主
泰
房
非
順
御
供
奉
備
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
建
久
六
年
二
月
廿
六
日
壬
午
辰
刻
遷
殿
南
直
會
殿
北
間
仁
少

　

死
人
首
在
之
、
同
日
巳
刻
言
上
殿
下
了
、
可
為
七
ケ
日
触
微
之
由

　

被
仰
下
了
、
則
朝
夕
日
並
御
供
井
三
月
一
日
旬
御
供
三
日
御
節
供
併
止
了

＊
底
本
、
「
直
」
、
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正

＊
底
本
「
事
」
、
若
本
に
よ
る
（
原
本
写
真
綴
じ
目
に
つ
き
不
見
）

＊
（
1
）
原
本
な
し
＊
（
2
）
原
本
写
真
「
者
居
」
カ
、
（
写
真
不
良
に
つ
き
不
詳
）

＊
底
本
、
「
佑
」
、
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正

＊
底
本
「
弊
」
カ
、
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正

＊
底
本
「
壷
」
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正

＊
底
本
、
「
齋
」
、
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正
、
以
下
同
じ
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私
付
後
御
門
へ
取
出
テ
、
引
注
連
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
本
マ
マ

一

、
建
仁
二
年
五
月
二
日
遷
殿
西
向
同
日
小
児
首
出
来
、
依
之

　

日
次
御
供
、
五
月
五
日
御
節
供
止
了
、
先
例
触
稜
之
時
、
不
備

　

進
之
故

也
、
則
　
殿
下
言
上
事
由
之
虚
、
七
ケ
日
触
稜

　

事
、
任
先
例
可
致
沙
汰
之
由
、
被
仰
下
了
、
自
同
十
三
日
七
ケ
日

　

被
仰
付
社
司
等
、
御
祈
御
幣
紙
七
帖
膝
突
等
神
主
時
定

　

賜
之
了
、

、
建
永
二
年
八
月
十
六
日
若
宮
手
水
屋
転
倒
、
留
守
下
女

　

死
去
畢
、
則
取
捨
了
、
同
日
以
巡
検
等
曳
注
連
於
件
屋
了
、

　

同
南
門
南
橋
仁
人
暫
不
可
参
若
宮
之
由
、
令
立
札

　
　
　

　

了
、
自
同
月
廿
四
日
若
宮
御
供
奉
留
之
、
未
刻
之
間
進
備
殿
云
々

　

九

月
十
六
日
満
廿
ケ
日
了
、
同
十
七
日
朝
神
殿
守
国
重
、
且

　

致
御
祓
所
々
、
曳
大
宮
南
門
南
橋
注
連
ヲ
取
捨
テ
、
若
宮

　

日
並
御
供
始
テ
奉
備
、
番
社
司
権
預
祐
綱
也
、

　

九
月
九
日
御
節
供
等
以
十
月
十
六
日
備
進
之
、

御
祓
事

　
　
以
同
十
月
廿
二
日
甲
子
戌
時
為
社
家
之
沙
汰
、
以
若
宮
神
殿
守
重
春
、
令

　
　
遂
之
了

　
　
祭
物
三
間
二
面
屋
一
宇
、
牛
一
頭
、
白
布
二
段
、
中
紙
三
帖
、
散
米
料

　
　
白
米
一
斗
也
、

　
　
壊
弄
彼
転
倒
手
水
屋
、
其
跡
ヲ
為
造
宮
使
行
事
之
沙
汰
、
令

　
　
掃
除
之
後
、
巡
検
等
掘
弄
其
跡
土
、
以
他
土
埋
之
、
其
上

　
　
又
立
竹
棚
、
下
二
立
人
形
、
此
竹
棚
八
本
、
鋤
一
口
、
鍬
一
口
、
紙
三
帖
ハ
彼

　
　
死
人
之
子
息
童
力
寿
丸
所
出
也
、
但
棚
人
形
作
事
巡
検
等
役
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

一

、
仁
治
四
年
二
月
廿
三
日
申
刻
舞
殿
東
雨
垂
ヨ
リ
猶
東
、

　
　
当
才
赤
子
片
手
自
屓
下
在
之
、
触
稜
神
主
尼
寺

　
　
参
詣
之
間
、
当
番
祐
公
催
社
司
評
定
、
任
建
久
井
建
仁

　
　
　
　
　
　

＊
底
本
、
「
口
口
」
、

原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正
、
「
本
マ
マ
」
は
原
本
注

＊
底
本
、
「
畢
」
、
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正

＊
底
本
、
「
戌
」
、
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正
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例
奉
止

日
次
御
供
之
由
言
上
、
今
日
新
日
次
者
以
前
備
進
、

　
　
本

日
次
未
備
進
伍
不
進
止
了
、
若
宮
錐
不
被
稜
給
、

　
　
同
大
社
不
備
進
御
供
、
寺
僧
等
参
乱
之
間
乙
之
稜
也
、

　
　
伍
宮
神
楽
二
参
会
神
人
、
不
入
御
供
所
、
朔
日
旬
御
供
、
自
廿
八
日

　
　
可
令
備
進
故
也
、
則
不
入
祐
定
私
宅
、
今
日
集
会
祐
定

　
　
依
故
障
以
祐
基
為
代
官
、

　
　
即
時
任
例
以
宿
直
人
取
奔
、
取
弄
道
東
小
門
ヲ

　
　
出
テ
南
へ
廻
、
香
炉
谷
方
へ
取
出
了
、
注
連
東
小
門
之
外
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
引
、
両
方
如
辻
子
也

　
　
　
　
巳
上
十
一
ケ
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
此
錐
注
出
、
新
預
祐
世
注
進
大
旨
為
同
事
之
間
、
不
及
遣
之
、

為
後
見
注
付
了

　
　
　
　
自
惣
社
注
進
、
寺
家
ニ
ハ
康
和
、
天
仁
、
保
元
、
嘉
応

　
　
　
　
建
久
、
嘉
禎
、
仁
治
許
也

＊
底
本
「
述
」
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正

＊
底
本
「
好
」
原
本
写
真
版
に
よ
り
訂
正

　
内
閣
文
庫
蔵
『
永
仁
四
年
祐
春
記
』
写
本
を
底
本
と
し
て
、
原
本
写
真
版
に
よ
り

校
合
し
た
が
、
意
味
を
同
じ
く
す
る
用
字
の
違
い
「
並
」
「
次
」
、
「
則
」
「
即
」
、
「
箇
」

「
ケ
」
、
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。
写
真
版
は
綴
じ
目
等
に
よ
り
確
認
出

来
な
い
所
も
多
く
、
完
全
で
は
な
い
。
一
部
「
若
宮
神
主
家
記
録
勘
例
」
（
「
若
本
」
）

を
参
照
し
た
。

　
　
　

（春

日
大
社
宝
物
殿
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（二
〇
〇
七
年
九
月
十
四
日
受
理
、
二
〇
〇
八
年
二
月
二
十
八
日
審
査
終
了
）
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事件和暦 祓実施 西暦 事件 祓実施者 祓内容 収録史料

康平6・8・17 同・9・24 1063
一鳥居の内、橋の西、東大寺法師、興福寺僧を殺害 神祇官（兼国）下向 殺害法師宝人に付き、祭物責出、清祓、 古今最要抄、皇年代記

治暦1・ 1066 楽人則高と神主時経、領地相論、懸力の田に立榊（欠損あり
詳細不明）

神祇官大佑大史惟治 張厳僧慶賀禁獄、房は検執、神祇官祓 皇年代記

延久2・11 1070 竃殿で神主時給（経力）方神人依重と近行、論打、鼻血 預近助（春日社司） 祭物を神主に出させ清祓を遂げる 皇年代記

応徳1・4，11 30日以菱 1084 榎本社前で松揚房永覚の下法師教元を、新院権僧正の童子
乙丸が殺害

神祇官下向 縁者に付け祭物責出、清祓を遂げる 古今最要抄、

皇年代記

応徳3・7・10 1086 宝蔵の後で西御門脇房、朝範五師の童子金丸が宗尋得業の
童子少法師丸の頭を打ち破る

預近助 祭物を彼等に出させ、清祓、血落所を切取捨 皇年代記

康和1，9．21 閏9．25 1099 酒殿で神主奉行の神人安縫末頓死 神司使山城介宗元 袈裟谷に曳弄，唖鳥居サイタテ湧炉ヲよク苗λ久注連曳、殿
下言上→付縁祭物責出、清祓、死去跡地深三尺弘一・堀奔、入
他土、祓物内に装束を着けた五尺の人形、康和2年酒殿造替

古今最要抄、皇年代記

嘉祥1．9．□ 30日以後 1106 御入講結日 社家（春日社司） 30日御供停止、遂清祓、 古今最要抄

嘉祥2・10・ 1107
一 ノ鳥居東辺で、興福寺法師を薬師寺法橋隆信の下法師が
殺害

神殿守春正、但し両惣
官
不
存
、
隠
密
で
不
正

種々祭物隠密請取（薬師寺別当より米五石、五間屋一宇、上
馬一匹）

古今最要抄、

皇年代記

同3・5・2 1108 神殿守春正隠密に祓、 神祇祐兼季 春正に付、祭物責出、遂清祓、春正解官、下勧学院 古今最要抄、皇年代記

天仁3・2・3 1110 春日祭の時（社司）有俊の死関の補をめぐり、社司の間で信経の子息信俊が実子か否（異姓）かの相論があり、祭文を押したところ、信経の宿所で幼女が急死したにも関わらず、神

前に参入

神祇官大佐山城介中
臣公永

神祇官清祓、＊史料1翻刻参照 皇年代記

天永2・1・25 1111 鹿道の北で、僧正政公法師、猪のため死去、2月2日の祭と
11日の行幸は行われた

殺害された法師の縁者に付け、清祓、 皇年代記

天永4・4・28 永久6・3・3 1113

1118

比叡山との栗駒山で合戦の際、神宝を随身させる。 永久6年戦場への神宝随身に付き、神が崇るので、宣旨と祭
物が下されて内外清祓

皇年代記

永久5・3 3月27日 1117 大膳職の屋で上林方の下法師、童子の頭打ち破る 上林方が米布二段と紙五十帖出し清祓 皇年代記

永久6・2・12 永久6・3・20 1118 欠損により詳細不明 財物出し清祓を遂げる 皇年代記

一　　　、

兀水3・3・14 1120 禅院五師教範の子と京畢（童力）四郎末永が争い？一の鳥居
内で五師の子を切る。（欠損により詳細不明）

神司 両人祭物、清祓 皇年代記

保安2・6・1 30日以後 1121
一 ノ鳥居東辺で殺害 神祇官下向 殿下言上→死人跡地清祓、 古今最要抄

保安2・6 1121
一 ノ鳥居内で三井寺法師、法師を殺害。（欠損詳細不明） 神司 皇年代記

保安4・5・28 同年6・21 1123 経蔵と御供所をの間で、院雑色是武の馬死ぬ…。崇りあった
（欠損詳細不明）

是武が祭物出して清祓 皇年代記

大治1・5・10 1127 御供所で神主（方の神人）宗俊、（神人）友兼を切って指から
血。

正預の申に従って、神主惟房祭物布十段出して清祓 皇年代記

大治4・5・25 正130 欠損詳細不明 皇年代記

天承1・8・16 同年9・12 1131 神主惟泰時、忌中の輩、苅田をしたので、神人を派遣し制止、
田に神木立の後、御供奉仕、社壇稜れる

稜の答により神主解官 古今最要抄

二
め
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事件和暦 祓実施 西暦 事件 祓実施者 祓内容 収録史料

天承2・1・12 同年2・20（満
30日）

1132 酒殿で北郷神人則久頓死 神祇官大中臣公行他
（御祭に下向の神祇
官）

酒殿前に運出、新薬師寺東五三昧に捨て置く。注連曳、殿下
言上、社司を上洛させ尋ねる。30日の稜と決定。御供停止、春
季御祭延引、後家より祭物（馬、牛、米）責出、清祓、死人跡土
取捨、入他土、

古今最要抄、

保延2・9・ 30日以後 1136
一鳥居丑寅の方で死人 社家 清祓 古今最要抄

保延4・12・1 1138
一の鳥居東二町で女人殺害 社家 殿下言上、長者宣下る、清祓、 古今最要抄

久安4・10・1 1114 馬場院で賢乗房良栄の弟子修学者義見房明玄、女人を殺害、
公人により責問のところ承伏

付縁者祭物責出、清祓を遂げる

嘉応1・9・8 同年10・18 1169 八講屋で寺僧定教房教印絶入、死去 神祇官大中臣親頼下
向

死去以前に検非違使屋の南へ出。死去。30日稜仰出。御節供
日並停止、清祓、後日備進、九月九日会遂行

古今最要抄

寿永3・4・ 1184 水屋下1町余、下橋辺、義春房と下法師二人、禅氏中納言を
殺害

義春房大垣廻し、田畠牛馬責出、清祓 古今最要抄

建久6・2・16 同年3・4 1195 遷殿と直会殿間で少童頭出来 宿直人取捨、路に辻子のように注連引、南は南郷、北は北郷
神人、御供停止、7日の稜、清祓

古今最要抄

正治2・9・2 1200 水谷経所で東金堂衆成福房頓死、 殿下言上するも指図なし、水屋一所の稜に治定 古今最要抄

建仁2・5・2 同年5・9 1202 遷殿西雨垂に小児首出来 社家 宿直人を以て御山の外へ捨て注連を引く、稜所掘出て埋め、
日並、節供不備進、殿下言上、7日の稜、遂清祓、（五体不具の
楊に付、長者宣掲出あり）

古今最要抄

建永2・8・16 同年9・17 1207 若宮手水屋転倒、留守下女死去 神殿守国春（重春） 宿直人を以て取捨て、南門から南橋へ注連を引く、若宮御供 古今最要抄

建保3・11・28 同年12・29 1215 御供所で正預延忠の雑仕女流産 社家 流産の所の板三枚敷替え、清祓、祭物五十貫、本人と親類沙
汰

古今最要抄

貞応1・ 30日後 1222 密蔵院北辻辺で行文房殺害される 社家 清祓、祭物、行文房縁者が出す 古今最要抄

寛元2・8・9 同年9’9 1244 馬出橋、西御塔辺、大櫟西で衆徒合戦、死人出来 常住神殿守守安、春
宗

稜を取退け、木守注連を引く、30日の楊なので、寺家から長
者に言上の所、若宮祭9月1日の事始が11日に、仮殿棟上が14日に延引、満30日後清祓

古今最要抄

宝治1・9・17 同日 1247 若宮祭礼競馬中に、大衆数十人太刀を抜き闘争、中門西で一
人切伏せらる

三方神殿守 西桟敷北へ出す。流鏑馬続行。血を木守取退け注連を引く。
当面は死の稜でなく、刀傷の血の稜なので、すぐに御祓。場

所も中門の西なので還幸も本路と社家判断、寺家了承。後日に罪科清祓。

古今最要抄

建長3・7・26
（稜発生28）

1251 興福寺僧定乗房隆印の許で死人出来後、隆印参社、社頭触稜 御供停止、殿下言上、寺家へ申上、隆印祭物二百貫の所五十
貫出、隆印房衆勘

古今最要抄

弘長2・5・7
（稜発生8、9）

同年6・7 1262 興福寺僧学隆房厳縁の住宅で死人出来、注連を引いたが垣
根無、8、9両日参社、社頭乙の触稜

寺家お尋ね、社家返答、垣根無しは社頭乙の稼、殿下言上、御供停止、30日後清祓、祭物用途学隆房沙汰

古今最要抄

文永9・9・21 7日以後 1272 紀伊社傍らの石蔵中に死人の頭発見、非守に命じて取退 7日間の稼と社家評定、参社しないよう南北に立札、7日以
後清祓

古今最要抄

文永10・7・17 同年9・13 1273 鎌砥山で、興福寺僧顕舜房、鹿殺しを殺害
清祓、鹿殺しは院家住人なので院家に申入れ、その縁者に祭物を懸ける

古今最要抄

文永10・11・1 即日 1273 竃殿西向きの壁、敷居に興福寺僧順覚房所従の童、小便 壁、敷居取替え後、御祓、祭物十貫文 古今最要抄

永仁3・11・26 永仁5・8・17 1295
1296

法皇・二条院御幸還御の時に衆徒参入合戦、死人手負い多数御殿に流れ矢、御神鏡二方に分かれて奉祝（永仁衆徒合戦） 神祇官
死人は慶賀門より出す。永仁5・8・15清祓、同21日神鏡帰座慶賀門と回廊造替7・21事始。完成。神殿造替遅々につき神鏡移殿へ。（文永6年御遷宮）神砥宮清祓

古今最要抄

N
口
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事件和暦 祓実施 西暦 事件 祓実施者 祓内容 収録史料

正安2・6’16 同年8・24 1300 御旅所雨垂石畳辺に殺害人あり、 三方神殿守（守職、春
家、春名）

10貫文の祭物で清祓、死人跡地土を堀捨て、浄土を入れる。 古今最要抄

正安2・7・21 1300 鷺原で興福寺僧聖俊房の子息殺害される 犯人が露見しないので、聖俊房、祭物300疋沙汰し、清祓 古今最要抄

正和1・5・14 5日後 1312 幣殿辺りで鹿死去 氷守稼物を取片付。5ケ日の楊治定。御供停止。社人に本殿と金堂を同時に参ること禁。殿下言上。5日後清祓 古今最要抄

正和3’1・2 同年8・20 1314 御旅所に死人出来 社家 清祓 古今最要抄

文保2・4・御
八講時

1318 酒殿柱に大乗院家御童子（辰市の徳丸）反吐 柱、敷居、壁、取替、清祓祭物二貫文、大乗院家下知として沙
汰

古今最要抄

元応2・2・1 1321 御供所で南郷神人春村と北郷神人景正打合い、板に血気 血気の板、敷替え、、清祓祭物百疋両神人進める 古今最要抄

元亨2・3・10 同日 1322 二御殿階段に中臣氏人祐敦、血を付ける 同日取替え、清祓、祭物二百疋祐敦出す。 古今最要抄

貞和2・1’21 同年（1）・24 1346 内院備殿板敷下に犬産 社家
30日（誤、3日力）神事停止、殿下（鷹司殿）、両院家（興福寺）に申入れ24日清祓

古今最要抄

貞和3・4’1 同年5・4 1347 三御殿階段に中臣氏人延清、血を付ける 5・4取替え、祭物2貫文出す 古今最要抄

貞和3・9・22 同年10・23 1348 社内一言主社に犬が食った死人あり、（同社）宮主隠密に捨
てる。神供を本社から備進して燭稜、10・20発覚

乙稜れ、社司治定、22日まで神供停止、祭物二貫文（宮主の主
人の）神主出す

古今最要抄

貞和4・2・9 同年2・12 1349 八講屋板敷下に犬産 3日間御神事停止、清祓

貞和4・6・17 同年6・24 1349 着到殿南庇に骨を納めた竹筒、神人楊れを恐れて実検出来
ず、氷守検知の処、焼骨と判明

両常住神殿守 注連を曳いて、氷守取り出し、白毫寺へ。24日注連を退けて
清祓

古今最要抄

観応1・4・29 1350 御供所北、大炊屋東庭犬の食べた鹿死去 5日の燭臓、他所で御供用意。 古今最要抄

文和2・8・16 5日後 1353 東回廊外の溝、狼食う鹿の死 両常住 一旦両常住御祓、氷守、取り片付け、路地に付き権官相談、注
連引く。5日の鯛稜、日数以後清祓

古今最要抄

文和3・3・2 1354 御供所と大炊屋の作合の下五体不具の白頭出現 稜ありと治定。氷守取り片付け後、本所と御供所御祓 古今最要抄

延文1・7・12 1356 河口・坪江守護濫妨により神木動座しようとした所、京都動
乱による落人等菩提院四足門、興福寺南大門前で死去

常住神殿守代官 神幸の道なので、御出以前に清祓。 古今最要抄

貞治2・7・26 同年（7）・29 1363 登廊下に犬産あり 30日（誤、3日力）神事停止、御供所と大炊屋機無し、内廊神
人出入り不可。神主大宿所と御供所間に注連曳き、当番社司
参勤、29日清祓

古今最要抄

貞治3・7・26 3日後 1364 直会殿板敷き下に犬産あり 3日御供停止、御供所と大炊屋穣無し、内廊神人出入り不可。
3日後清祓。神主、御祈番参勤（前項と重複？）

古今最要抄

貞治4・6・19 30日以後 1365 南門東脇聖床参籠男殺害。実検のところまだ死んでいかっ
たので運び出して閉眼

社頭燭稜無し。非人稜物取退け、氷守注連を引く。注連の縄
社家が出す。死人白毫寺辺へ捨てる。廻廊壁板敷居取替え、
血気の柱削る。30日以後注連退け清祓

古今最要抄

＊両史料に記載される事例につき、斜字は、古今最要抄のみに記載される内容。アンダーラインは、皇年代記のみに記載される内容。
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